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平成 30年度 第４回部長会議 会議記録 要旨 

 

 開催日時：平成30年６月１日（金）  13時45分から15時05分まで 

 開催場所：市長公室 

出席者：牧野市長、佐藤副市長、代田教育長、寺澤総務部長、今村総合政策部長、北沢リニア推進部長、塩沢

リニア推進部参事、松下市民協働環境部長、清水健康福祉部長、遠山産業経済部長、小平建設部長、

奥出建設部参事、前澤上下水道局長、宮内市立病院事務局長代理塚平経営企画課長、木下市長公室参

与、吉村危機管理室参与、赤羽目会計管理者、吉川議会事務局長、三浦教育次長、櫻井社会教育担当

参事、関島消防長代理大藏消防次長、細田秘書広報課長、塚平財政課長、串原企画課長 

 

 会議内容 

 １ 理事者あいさつ 

  ＜市長＞ 
議会第２回定例会の開会のあいさつでも申し上げたが、市民の皆さんの見る目が厳しい中で、職員一丸と

なって仕事を通じて信頼の回復を目指していくことが基本である。気を引き締めて業務にあたっていただく

ことをお願いしたい。また、職員とコミュニケーションをしっかりとることが大事だと思うので、職員の状

況をきちんと把握していただき、適切な助言やアドバイスをしていただくことを改めてお願いしたい。 

 

  ＜副市長＞ 
５月25日より市政懇談会が始まっている。自身の地区に住民として参加するだけでなく、それぞれの役職

の立場で市民の皆さんと意見交換をするのは大変貴重だと思うので、ぜひそれぞれの立場で参加をしていた

だきたい。 

 

  ＜教育長＞ 
自身が大学から社会人にかけて 10年ほどアメリカンフットボールをやっており、現役引退後は東日本社会

人アメリカンフットボールの理事を務めた経験もある。そのようなことから、今回の日大アメフト部の件を

大変残念に思うとともに、さまざまな教訓を得る必要があると思う。事実は何か、これから調査することは

何か、謝罪することは何かというしっかりとした危機管理ができていれば、ここまで大々的に報道されるこ

とはなかったと思う。飯田市として、また各部長の皆さんには危機事案への対応をきちんと確認していただ

きたい。 

 

 

 ２ 協議事項 

（１）イクボス・温かボス（あったかボス）宣言の取組について（総務部） 

 ◇趣 旨：企業、団体、教育機関、NPO、行政等の事業者、管理職等が従業員や部下の仕事と子育て・介護の

両立支援を「イクボス・温かボス宣言」として宣言し、職場におけるワーク・ライフ・バランス

や多様な働き方の推進等に取り組むもの。 

◇論点・課題 

・飯田市管理職職員組合として平成 28年８月17日に宣言しているが、飯田市役所が事業所として「イク

ボス・温かボス宣言」をして、取り組みを推進する。 

 ◇主な意見等 

  （教育次長）人事評価の視点から取り組みを推進するとのことだが、人事評価の方法はどのように変わる

のか教えていただきたい。 

（人事課長）人事管理の項目に行動計画があり、すでに評価の仕組みに入っている。 

（教育次長）個人個人の評価に関連しているのか。 

（人事課長）課長個人の目標設定には入っている。 

（総合政策部長）職場の皆さんが働きやすくなるように管理職が変わっていくことが大事であると思うの

で、この取り組みをしっかりと推進していただきたい。 

◇協議結果 

   部長会了承 
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 ３ 報告事項 

（１）公職選挙法改正（地方議会議員選挙のビラ解禁）に伴う同ビラの選挙公営について（総務部） 

 ◇趣 旨：公職選挙法の一部を改正する法律により、県・市議会議員選挙において選挙用ビラの頒布が解禁

になるとともに、条例で定めるところにより、ビラの作成を公費負担とすることができるように

なった。 

◇論点・課題 

・資金力のある候補者が有利になることのないように候補者間の選挙運動の機会均等を図るため、市議会

議員選挙におけるビラの作成について、無料（選挙公営）とするもの。 

◇主な意見等 

    特になし 

 

 

（２）第５次飯田市男女共同参画計画の実施状況報告について（市民協働環境部） 

◇趣 旨：飯田市男女共同参画推進条例に基づき、第５次飯田市男女共同参画計画の平成 29年度実施状況を

報告する。 

◇論点・課題 

・平成29年度は、第５次飯田市男女共同参画計画（ともに進める 21いいだプラン）の最終年であり、引

き続き課題に取り組むとともに、５年間の取組の課題を整理する中で、第６次飯田市男女共同参画計画

（ともに生きる いいだプラン）の策定を行った。 

・審議会委員等の女性登用調査では、平成 28年度と比較すれば改善しているものの、まだ女性委員の比率

が少ないことから、次期計画には女性活躍の視点も取り入れている。 

◇主な意見等 

 特になし 

 

 

（３）飯田市多文化共生社会推進計画の実施状況報告について（市民協働環境部） 

◇趣 旨：飯田市多文化共生社会推進計画の平成 29年度実施状況の報告をする。 

◇論点・課題 

 ・外国人住民は微増傾向にあり、永住者が半数を超えるなど滞在の長期化が進み、この地域に住み続けた

いと希望する外国人住民が増加している。 

・平成24年３月に策定した「飯田市多文化共生社会推進計画｣に基づき取り組んでいるが、平成 29年３月

に計画を改訂した。今回の改訂では、観光などで訪れた人々が、日本語が困難でも安全安心に過ごし、

交流できる環境づくりを進めることを新たに加えた。 

◇主な意見等 

（副市長）今回の報告のポイントがわかりやすくなるように、資料を工夫していただきたい。 

 

 

（４）飯田市自殺対策計画策定について（健康福祉部） 

◇趣 旨：平成28年４月１日より施行された改正自殺対策基本法では、第 13 条第２項において、市町村は

国や県の計画並びに地域の実情を勘案して、自殺対策についての計画を定める規定が盛り込まれ

たことから、飯田市でも今年度自殺対策計画を策定するもの。 

◇論点・課題 

 ・飯田市の自殺者数は徐々に減少傾向にあるものの、依然高い数値であると捉えている。 



 

 

3／4 

 

 

・本計画の策定にあたっては、自殺対策事業への関連が想定される各部署から委員を選出していただき、

自殺対策計画策定委員会を設置して取り組んでいく。 

◇主な意見等 

（教育次長）関係各部署から委員を選出することは理解できるが、極力職員へ負荷がかからないように進

めていただきたい。 

（総務部長）社会福祉審議会や学識経験者など専門的な分野の皆さんの意見も取り入れていただくようお

願いしたい。 

（副市長）一か月に平均２人自殺しているという現状は、人口当たりで比較するとどうなのか。 

（保健課長）人口10万人当たりの規模で比べると多いと言える。 

（副市長）国が計画を作るから飯田市も作るということではなく、必要性を認識して計画の策定にあたっ

ていただきたい。 

 

 

（５）飯田荘の愛称について（健康福祉部） 

◇趣 旨：特別養護老人ホーム飯田荘は 10月末に建て替えを完了し、介護予防拠点施設も併設する。この２

つの新しい施設が、より多くの皆様に親しまれ、利用していただける施設となるように、施設の

愛称を募集する。 

     多くの方にご応募いただけるよう周知等をお願いする。 

◇主な意見等 

特になし 

 

 

（６）世界人形劇フェスティバル・ＡＶＩＡＭＡ総会等の概要について（教育委員会） 

◇趣 旨：今年は、いいだ人形劇フェスタ 20 年、人形劇カーニバル飯田から通算で 40年を記念して「世界

人形劇フェスティバル」を開催する。全国・世界の人形劇人が集うこの機会に、飯田の人形劇文

化を全国・世界に向けて発信し、人形劇を通じた小さな世界都市の実現を目指す。 

◇論点・課題 

・今回は例年の公演に加え、世界六大州すべての 16の国と地域から27劇団が来るほか、中学校区単位で

の海外人形劇公演、保育園公演に力を入れている。 

・シャルルヴィル・メジェール市友好都市提携 30周年を記念して、これまでの歴史を振り返るとともに両

都市の友好関係をさらに発展させる機会として各種記念事業を計画している。 

・アジア圏初開催となるＡＶＩＡＭＡの飯田での総会へ、アジア・国内で人形劇を支援する都市をオブザ

ーバー参加として招致し、ＡＶＩＡＭＡに係る都市ネットワークの世界展開をめざすとともに、市民を

はじめ多くの方が「地球規模で考える」体験ができるように総会の一部を公開するよう進めている。 

◇主な意見等 

（教育次長）職員も動員等ではなく、ボランティア休暇の取得にもつながるので、ボランティアとしての

参加をお願いしたい。 

 

 

（７）議会による行政評価について（議会事務局） 

◇趣 旨：平成30 年度は、「いいだ未来デザイン 2028」の実績評価を行う初年度である。 

「いいだ未来デザイン 2028」においては、「目指すまちの姿（８項目）」の実現に向けた４年間の

基本目標（12 項目）が設定されており、議会として大局的な評価（森の評価）が重要であること

から、基本目標については全議員が共有するため、最初に全体会を実施し、マネジメントリーダ

ー（部局長）から「戦略計画の自己評価」の説明を受けることとする。 

原則として３つの常任委員会が各基本目標を分担して行政評価を行うが、複数の委員会に関連す

る基本目標については合同会議を開催する。 
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◇主な意見等 

（市民協働環境部長）12の基本目標は各マネジメントリーダーが中心になって評価をしているが、内容に

ばらつきがあったり、落としているポイントがあったりすると思う。一度、マネジメントリーダーが

集まり、協議をする場が必要だと思うがどうか。 

（企画課長）評価シートを企画課でもきちんと見ながら、マネジメントリーダー会を開催したいと考えて

いる。ご協力をお願いしたい。 

（総合政策部長）人口分析についても企画課で整理をしている。人口ビジョンを資料として示しながら、

12の基本目標、年度戦略（小戦略）の評価を示していく形になる。短期間ではあるが、ご協力をお願

いしたい。 

 

 

（８）組織目標について（総合政策部） 

◇趣 旨：部の組織目標の中で、重要案件については部長会で共有するとともに、少なくとも各課長にも認

識いただくようお願いしたい。 

課題が生じたときは、政策協議へ付議するなど遅滞なく理事者との協議をしていただきたい。 

◇主な意見等 

 特になし 

 

 

（９）第２回定例会各委員会協議会報告事項について（総合政策部） 

◇趣 旨：6月15日（金）～6月21日（木）に開催が予定されている、飯田市議会第２回定例会の各常任委

員会協議会の報告事項を報告する。 

◇主な意見等 

 特になし 

 

 

 

 ４ 閉 会 


